











ＲＯＭＡＨＯＰＥＤＩＡ   （ローマ法便覧）  
 
  ＰＡＲＳ  ＴＥＲＴＩＡ   （第三部）  
 




は じめに  
＜ １＞    「役権は控えめに利用されるべきである。」  
＜ ２＞    「元首は法律から免れている。」   
＜ ３＞    「一二表法は、すべての公・私法の源である。」   
＜ ４＞    「市民法は、法律、平民会議決、元老院議決、元首の裁決、法
学者の権威に由来するものである。」  
＜５＞    「誰も、他人のために、契約することはできない。」  
＜ ６＞    「知ってはいるが、防ぐことができない人は、過失責任を免れ
る 。」  
＜ ７＞    「選挙は、方式に則り、自由に、何らの中断もなしに、なされ
るべきである。」  
＜８＞    「合意においては、文言よりも、契約締結者たちの意思が、む
しろ考慮される。」  
＜９＞    「窃盗は、盗む意思なしには、犯されない。」  
＜ １０＞   「法務官は、法 を言明することはできるが、法を作ることはで
きない。」  
＜１１＞   「信義は守 られるべきである。」  
＜ １２＞   「未発生損害とは、まだ生じていないが、しかし、それが生ず
るのではないかと、私たちが恐れている損害のことである。」  
＜１３＞   「 悪意は年齢を補充する。」  
＜ １４＞   「法格言のかたち」  
＜ １５＞   「訴権がなければ、何らの裁判もない。」  
＜ １６＞   「加害責任は頭格に随伴する。」  
＜ １７＞   「養子縁組は自然を模倣する。」  
＜ １８＞   「 自由は、実力もしくは法によって阻止されているのでない限
り、人がなすこと好むことの、自然の権能である。」  





＜ ２０＞   「権威は重みの中にある。」  
＜ ２１＞   「遺言は、ある人がその死後になされることを望むことに関す
る、私たちの意思の、正しい判断である。」  
＜２２ ＞   「君は私に事実を与えよ。私は君に法を与えるであろう。」  
＜ ２３＞   「私は、暴力が行使されることを禁止する。」  
＜ ２４＞   「執政官は、国家が何らかの損害を蒙ったりしないように、配
慮するべきである。」  
＜２５ ＞   「人の法に関する最上位の区分は、すべての人が、自由人であ
るか、あるいは奴隷であるか、という、このことである。」  
＜２６ ＞   「 私たちは、ただ一人の人の権力の下に、あるいは自然に従っ
て、あるいは法に従って、服属している多くの人々を、本来
の法に従った家族と言う。」  
＜２７ ＞   「自身の恥辱を申立てる人は、聴きいれられるべきではない。」 
＜ ２８＞   「父は婚姻が示す人である。」  
＜ ２９＞   「分野別の格言一覧  ：  ［Ⅰ］  法一般  
＜ ３０＞   「分野別の格言一覧  ：  ［Ⅱ］  総論   
＜ ３１＞   「分野別の格言一覧  ：  ［Ⅲ］  人に関する法  
＜ ３２＞   「分野別の格言一覧  ：  ［Ⅳ］  刑法  
＜ ３３＞   「分野別の格言一覧  ：  ［Ⅴ］  物権法  
、＜３４ ＞   「分野別の格言一覧  ：  ［Ⅵ］  債権法  



























＜１＞  「役権は控えめに利用されるべきである。」  
 






















































































































＜２＞  「元首は法律から免れている。」  
 
（ １）この命題に対応するラテン語は、日本でもかなりよく知られている＜Ｐｒ




































































































＜３＞  「一二表法は、すべての公・私法の源である。」  
 
（ 1） ＜ Ｌ ｅ ｘ  ｄ ｕ ｏ ｄ ｅ ｃ ｉ ｍ  ｔ ａ ｂ ｕ ｌ ａ ｒ ｕ ｍ  ｅ ｓ ｔ  ｆ ｏ ｎ ｓ  

















































（６）そ れでは、いかにも一二表法の規定らし い 、個 別 の 条 項 な ど を 、ア ッ ト ・
ラ ンダム（ に）羅列して見ましょう。なお、以下に「法規定」として示す表現は、
学 者が推測して示しているだけのもので、法規の「正文」などでは、ありません。




































































ｓ  ，  ｐｌｅｂｉｓ  ｓｃｉｔｉｓ  ，  ｓｅｎａｔｕｓ  ｃｏｎｓｕｌｔｉ
ｓ  ，  ｄｅｃｒｅｔｉｓ  ｐｒｉｎｃｉｐｕｍ  ，  ａｕｃｔｏｒｉｔａｔｅ  








けについて、 少し分析を試みてみることにしましょう。  






み があったので、それに利用価値が存在したからでしょう。  
 















は 、いわば「過渡的な」タイプのものです。  


































































＜５＞  「誰も、 他人のために、契約することはできない。」  









































































































た めに、契約を取り結ぶことができます。  
 
 
＜６＞  「知ってはいるが、防ぐことができない人は、過失責任を免れる。」  
 
（ １）＜ Ｃｕｌｐａ  ｃａｒｅｔ  ， ｑｕｉ  ｓｃｉｔ  ， ｓｅｄ  ｐｒｏ








た言葉で 表現していることを、おそらく、後代になってから、＜ｖｉｓ  ｍａｊ
ｏｒ（いっそう大きな力＝不可抗力）＞という概念へと、スマートに纏めあげる
人が、 現われてきたのでしょう。このラテン語術語は、珍しく、それとして、現


























































































（ １ ） ラ テ ン 原 文 は 、 ＜ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ｅ ｓ  ｆ ｉ ａ ｎ ｔ  ｒ ｉ ｔ ｅ  ｅ ｔ  













































































































とか いった観念論で、とりあえず満足していたのではないでしょうか。  
 
 





Ｉｎ  ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｉｂｕｓ  ｃｏｎｔｒａｈｅｎｔｉｕｍ  ｖｏｌｕ





































































































































＜９＞  「窃盗は、盗む意思なしには、犯されない。」  
 
（ １）こ れは、ガーイウス（二世紀）の学説法文です。＜Ｆｕｒｔｕｍ  ｓｉｎ

























































































































＜１０＞  「法務官は、法を言明することはできるが、法を作ることはできな  
い 。」  
 
（ １ ） こ れ に 対 応 す る ラ テ ン 語 は 、 ＜ Ｐ ｒ ａ ｅ ｔ ｏ ｒ  ｊ ｕ ｓ  ｄ ｉ ｃ ｅ ｒ ｅ  




































































けで す。これが「補助」の場合です。  
（ｂ）市民法上の相続人がまったく存在しないときには、法務官から遺産占有を
許 された人は、最終的にそれを確保することができます。これが「補充」の場合












































＜１１＞  「信義は守られるべきである。」  
 
（ １）＜Ｆｉｄｅｓ  ｓｅｒｖａｎｄａ  ｅｓｔ  . ＞が、この日本語命題の
元になっています。このような言い回しは、「ローマ法大全」の一部を構成する「勅
法彙纂」の中の法文の表現をベースとして、後代になって生まれてきたものでし
ょう。その法文では、有名な＜Ｐａｃｔａ  ｓｕｎｔ  ｓｅｒｖａｎｄａ  . ＞  
（約束 は守られるべきである。）の場合と同じような文法構文が見られますが、そ
の「 約束」と同じように、「信義」が守られる、というのは、言うまでもなく、人
































































































（１）＜ Ｄａｍｎｕｍ  ｉｎｆｅｃｔｕｍ  ｅｓｔ  ｄａｍｎｕｍ  ｎｏｎｄｕ









































































































＜１３＞  「悪意は年齢を補充 する。」  
 

























































































































（ ｃ ） ＜ Ｓ ｅ ｍ ｅ ｌ  ｍ ａ ｌ ｕ ｓ  ｓ ｅ ｍ ｐ ｅ ｒ  ｐ ｒ ａ ｅ ｓ ｕ ｍ ｉ ｔ ｕ ｒ  
ｅｓｓｅ  ｍａｌｕｓ  ｉｎ  ｅｏｄｅｍ  ｇｅｎｅｒｅ  ．＞［いったん悪い














見えていますね 。  
① ＜Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｐｅｒｉｃｕｌｕｍ  ，  ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄｏ
ｍｉｎｉｕｍ  ａｕｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．＞（パウルス）［所有権あるいは利
益が属する者に、危険負担が属する。］   
②＜Ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ，  ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｏｎｕ




③＜Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｔｏｌｌｅｒｅ  ｌｅｇｅｍ  ，  ｃｕｊｕｓ  ｅｓ
ｔ  ｃｏｎｄｅｒｅ  ．＞［ 法律を制定する権限が属する者に、それを撤廃する
権限が属する。］  
④＜Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｒｉ  ｌｅｇｅｓ  ，ｃｕｊｕ
ｓ  ｅｓｔ  ｃｏｎｄｅｒｅ  ．＞（「勅法彙纂」）［法律を制定する権限が属する
者に、それを解釈する権限が属する。］  
⑤＜Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｍｏｂｉｌｉａ  ，  ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄｏｍｕ
ｓ  ．＞［ 家が属する者に、動産が属する。］  
⑥＜Ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄａｒｅ  ，  ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄｉｓｐｏｎｅ
ｒｅ  ．＞［ 与える権限が属する者に、処分する権限が属する。］・・・・＜ｅｊ
ｕｓ＞と＜ｃｕｊｕｓ＞の組み合わせの代わりに、＜ｅｊｕｓ＞と＜ｑｕｉ＞（関
係代名詞の主 格形）の組み合わせ方式が用いられる表現は、いくらか近代的な言
い 回しですね 。＜Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ａｃｔｉｏｎｅｍ  ｄｅｎｅｇａｒｅ  ，  
ｑｕｉ  ｐｏｓｓｉｔ  ｅｔ  ｄａｒｅ  ．  ＞［訴権を拒絶することは、付与
することもできるような人に、 できることである。］が、その例文です。  
⑦＜Ｃｕｊｕｓ  ｊｕｒｉｓ  ｅｓｔ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｅ  ， ｅｊｕｓ
ｄ ｅ ｍ  ｊ ｕ ｒ ｉ ｓ  ｅ ｒ ｉ ｔ  ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ｏ ｒ ｉ ｕ ｍ  ． ＞ （ ガ ー イ ウ ス ）
［主たる物について権利を持つ者が、従たる物について権利を持つであろう。］     







①＜Ｎｕｌｌｕｍ  ｃｒｉｍｅｎ  ｓｉｎｅ  ｌｅｇｅ  ．＞［法律がなけれ
ば、何らの犯罪もない。］   
②＜Ｎｕｌｌａ  ｐｏｅｎａ  ｓｉｎｅ  ｌｅｇｅ  ．＞［法律がなければ、
何らの刑罰もない。］・・・・ ご存じのように、これら二つは、合わさって、罪刑
法定主義の発想を鮮明に示す ものとなっています。ローマにも、その萌芽的形態





③＜Ｎｕｌｌａ  ｐｏｅｎａ  ｓｉｎｅ  ｃｕｌｐａ  ．＞［過失がなければ、
何らの刑罰もない。］・・・・「刑罰」のところは、「賠償」と読み替えることも、
できます。   
④＜Ｎｕｌｌａ  ｐｏｅｎａ  ｓｉｎｅ  ｒｅｇｉｍｉｎｅ  ｌｅｇａｌｉ  ．
＞［適正な管理なしには、何らの刑罰もない。］  
⑤＜Ｎｕｌｌａ  ｍｏｒａ  ｓｉｎｅ  ｐｅｔｉｔｉｏｎｅ  ．＞［請求なし
には、何らの遅滞もない。］・・・・話は 逸れますが、「盗人には常に遅滞状態にあ








ｔ  ｐｒｏ  ｈｏｍｉｎｅ  ．）」という合理的なルールが、生まれてきています。     
⑥＜Ｎｕｌｌａ  ｒｅｇｕｌａ  ｓｉｎｅ  ｅｘｃｅｐｔｉｏｎｅ   ．＞［例
外がなければ、何らの原則もない。］   
⑦＜Ｎｕｌｌａ  ｔａｘａｔｉｏ  ｓｉｎｅ  ｒｅｐｒａｅｓｅｎｔａｔｉｏ
ｎｅ  ．＞［代表の存在なしには、何らの課税もない。］・・・これは、英語の＜






＜１５＞  「訴権がなければ、何らの裁判もない。」  
 





















































































けいれることに、予 め互いに合意しておきます。  
（７）次 に、買主が売買目的物の給付を求めて、売主を訴える情況になります
と、買主訴権の方式書のモデルは、以下のようになっています。  
（ａ）「 ティティウスは審判人であれ。」（審判人の指名）  
（ｂ）「アウルス・アゲリウス（原告）がヌメリウス・ネギディウス（被告）か
ら当 該目的物を購入したので」（請求原因の表示＝要件事実の記述）  
（ ｃ）「 そのために、ヌメリウス（被告）が、アウルス（原告）に、信義誠実に








造 」こそが、ローマ法発展のキーワードなのでした。  
 
 
＜ １６＞  「加害責任は頭格に随伴する。」  
 



























































































＜１７＞  「養子縁組は自然を模倣する。」  
 






























































































（ １）＜Ｌｉｂｅｒｔａｓ  ｅｓｔ  ｎａｔｕｒａｌｉｓ  ｆａｃｕｌｔａｓ   
ｅｊｕｓ  ，  ｑｕｏｄ  ｃｕｉｑｕｅ  ｆａｃｅｒｅ  ｌｉｂｅｔ  ，  ｎｉ
ｓｉ  ｓｉ  ｑｕｉｄ  ｖｉ  ａｕｔ  ｊｕｒｅ  ｐｒｏｈｉｂｅｔｕｒ  ．＞
が、ラテン語の原語です。フロ―レンティーヌスのこの学説法文は、もっと簡明
に書き換えられて、「自由は、法上なされることを許されていることを行なう権能
である。（Ｌｉｂｅｒｔａｓ  ｅｓｔ  ｐｏｔｅｓｔａｓ  ｆａｃｉｅｎｄｉ  ｉ








































































に 優 遇 さ れ る も の で あ る 。」（ Ｌ ｉ ｂ ｅ ｒ ｔ ａ ｓ  ｏ ｍ ｎ ｉ ｂ ｕ ｓ  ｒ ｅ ｂ ｕ ｓ  







ｕｒａ  ｖｏｌｕｎｔａｔｅ  ｍａｎｕｍｉｔｔｅｎｔｉｓ  ｆａｖｅｎｄｕｍ  










＜１９ ＞  「占有は、法上のものではなくて、事実上のものである。」  
 
（ １）この命題に対応するラテン語は、＜Ｐｏｓｓｅｓｓｉｏ  ｎｏｎ  ｊｕｒ




































（ ４）「 所有権は、占有と共通するものを何ら持たない。」（＜Ｎｉｈｉｌ  ｃｏ
ｍｍｕｎｅ  ｈａｂｅｔ  ｐｒｏｐｒｉｅｔａｓ  ｃｕｍ  ｐｏｓｓｅｓｓｉｏ




（ ５）「 占有は、権利のようにして、防衛される。」（＜Ｐｏｓｓｅｓｓｉｏ  ｄ




（ ６）「占有者、従って所有権者」（＜Ｐｏｓｓｅｓｓｏｒ  ｅｒｇｏ  ｄｏｍｉ
ｎｕｓ  ．  ＞・・・・これについては、「占有している者は、所有権者でもある
も のと、一応のところ推定される。」という読みかたが、あります。  
 
（ ７）「 占有者は、何らの権利も持たないとしても、いっそう強力である。」（＜
Ｐｏｓｓｅｓｓｏｒｅｓ  ｓｕｎｔ  ｐｏｔｉｏｒｅｓ  ，  ｌｉｃｅｔ  ｎｕ
ｌｌｕｍ  ｊｕｓ  ｈａｂｅａｎｔ  ．  ＞）（ウルピアーヌス）  
 
（ ８）「 多年にわたる平和的な占有は、権利を作りだす。」（＜Ｐｏｓｓｅｓｓｉ
ｏ  ｐａｃｉｆｉｃａ  ｐｅｒ  ｍｕｌｔｏｓ  ａｎｎｏｓ  ｆａｃｉｔ  ｊｕ












ｉｏｎｅｍ   ａｄｑｕｉｒｉｍｕｓ  ｅｔ  ａｎｉｍｏ  ｅｔ  ｃｏｒｐｏｒ









返還的なものが、それらである。」（＜Ｉｎｔｅｒｄｉｃｔｏｒｕｍ  ｔｒｅｓ  ｓ
ｐｅｃｉｅｓ  ｓｕｎｔ  ：  ｅｘｈｉｂｉｔｏｒｉａ  ，  ｐｒｏｈｉｂｉｔ


































＜２０＞  「権威は重みの中にある。」  
 













































































































てられ、「 権力」が、冷酷で明確なシステムとして、前面に出てきます。  
 
  
＜ ２１＞  「遺言は、ある人がその死後になされることを望むことに関する、
私たちの意思の、正しい判断である。」   
 
（ １）このすっきりとした定義的規定の原文は、＜Ｔｅｓｔａｍｅｎｔｕｍ  ｅ
ｓｔ  ｖｏｌｕｎｔａｔｉｓ  ｎｏｓｔｒａｅ  ｊｕｓｔａ  ｓｅｎｔｅｎｔｉ
ａ  ｄｅ  ｅｏ  ，  ｑｕｏｄ  ｑｕｉｓ  ｐｏｓｔ  ｍｏｒｔｅｍ  ｓｕａｍ  




























































れません 。  
 


































債務超過の有無に関 する情報を既 に織りこんでなされていることでしょう。  
 
（ ｋ）遺言の中には、相続人指定、相続廃除の他に、遺贈や奴隷解放などを含む







＜２２＞  「君は私に事実を与えよ。私は君に法を与えるであろう。」  
 
（ １）＜Ｄａ  ｍｉｈｉ  ｆａｃｔｕｍ  ，  ｄａｂｏ  ｔｉｂｉ  ｊｕｓ  ．
＞が、日本語訳のラテン語原文ですが、これは、ローマ時代よりも後の時代に作
られたもののようです。ところで、この命題の趣旨と同じようなものを示す、よ

























































































































かに、所 有権者クラスの権利を現実に保有しているからでしょう。  
 
 
＜２３＞  「私は、暴力が行使されることを禁止する。」  
 














































































































（ １）＜Ｖｉｄｅａｎｔ  ｃｏｎｓｕｌｅｓ  ， ｎｅ  ｑｕｉｄ  ｄｅｔｒｉ




























































































































（１）これは、＜Ｓｕｍｍａ  ｄｉｖｉｓｉｏ  ｄｅ  ｊｕｒｅ  ｐｅｒｓｏｎ
ａｒｕｍ  ｈａｅｃ  ｅｓｔ  ，  ｑｕｏｄ  ｏｍｎｅｓ  ｈｏｍｉｎｅｓ  ａ




などでは、ありません。ところで、ラテン語に、＜ｄｉｃｔａ  ｅｔ  ｒｅｇｕ
































（ ４）ガーイウスは、先の「自由人と奴隷」の種別に続いて、「自権者（ｓｕｉ  


















































































（１）＜ Ｊｕｒｅ  ｐｒｏｐｒｉｏ  ｆａｍｉｌｉａｍ  ｄｉｃｉｍｕｓ  ｐｌ
ｕ ｒ ｅ ｓ  ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｓ  ，  ｑ ｕ ａ ｅ  ｓ ｕ ｎ ｔ  ｓ ｕ ｂ  ｕ ｎ ｉ ｕ ｓ  
ｐｏｔｅｓｔａｔｅ  ａｕｔ  ｎａｔｕｒａ  ａｕｔ  ｊｕｒｅ  ｓｕｂｊｅｃ


















































っ て、比較的に安定した地位を保ちつづけます。  


































「義務 にも気配り ･目配りをせざるをえ ない家」、「家長の権威が下落しがちな家」
といったイメージが析出されてきます。     
 
 
＜２７＞  「自身の 恥辱を申立てる人は、聴きいれられるべきではない。］  
 
（ １）＜ Ａｌｌｅｇａｎｓ  ｓｕａｍ  ｔｕｒｐｉｔｉｄｉｎｅｍ  ｎｏｎ  ｅ



































なされるように、金銭が与えられるような場合が、それである。」＜Ｕｂｉ  ｅｔ  
ｄａｎｔｉｓ  ｅｔ  ａｃｃｉｐｉｅｎｔｉｓ  ｔｕｒｐｉｔｕｄｏ  ｖｅｒｓ
ａｔｕｒ  ， ｎｏｎ  ｐｏｓｓｅ  ｒｅｐｅｔｉ  ｄｉｃｉｍｕｓ  : ｖｅｌ
ｕｔｉ  ｓｉ  ｐｅｃｕｎｉａ  ｄｅｔｕｒ  ，  ｕｔ  ｍａｌｅ  ｊｕｄｉｃ
ｅｔｕｒ  . ＞  なお、日本民法第七〇八条に、「不法な原因のために給付をし





い くつか掲げておきましょう。  
①「 恥ずべき事由に基づ いて約束されたものは、有効ではない。」＜Ｑｕｏｄ  ｔ
ｕｒｐｉ  ｅｘ  ｃａｕｓａ  ｐｒｏｍｉｓｓｕｍ  ｅｓｔ  ，  ｎｏｎ  ｖａ
ｌｅｔ  . ＞（「法学提要」）・・・・これは、たとえば、「公序良俗」に反するよ
うな内容の約束が、いわば「実体法」的に無効であることを意味する格言です。  
 
②「 恥ずべき契約からは、訴権は生じない。」＜Ｅｘ  ｔｕｒｐｉ  ｃｏｎｔｒ




のとならないことは、衡平である。」＜Ｊｕｒｅ  ｎａｔｕｒａｅ  ａｅｑｕｕｍ  
ｅ ｓ ｔ  ｎ ｅ ｍ ｉ ｎ ｅ ｍ  ｃ ｕ ｍ  ａ ｌ ｔ ｅ ｒ ｉ ｕ ｓ  ｄ ｅ ｔ ｒ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｏ  













（ ６）ところで、英米法には、＜Ｈｅ  ｗｈｏ  ｃｏｍｅｓ  ｉｎｔｏ  ｅｑｕ
ｉ ｔ ｙ  ｃ ｏ ｕ ｒ ｔ  ｍ ｕ ｓ ｔ  ｃ ｏ ｍ ｅ  ｗ ｉ ｔ ｈ  ｃ ｌ ｅ ａ ｎ  ｈ ａ ｎ ｄ





と い う 、 有 名 な 「 ク リ ー ン ・ ハ ン ズ 原 則 」 関 係 の 格 言 が あ り ま す 。 自 身 が 不 徳 ･
不正なことをしておきながら、都合のよいときにだけ法律の救済を受けようとす
るのは、虫がよすぎる。法廷において権利を主張し、保護を求めるには、自らの
手が汚れていては いけない、という趣旨のものと、普通，言われています。  
（７）最 後に、御参考までに、イギリス法の「コモンロー」上のある制度につい
て、触れておきましょう。「誰も、自身の行為に反して、進むことはできない。」
＜Ｎｅｍｏ  ｃｏｎｔｒａ  ｆａｃｔｕｍ  ｓｕｕｍ  ｖｅｎｉｒｅ  ｐｏｔｅ
ｓｔ  . ＞が、これですが、ここに、「禁反言（エストッペル）の原則」が、織
り こまれています。この原則の適用例には、いくつものパターンがありますが、






















（ ８）先の ｢表示 ｣が、当初から、悪意を持って、偽の情報を提示する性質のもの
であった場合は、表題の「不法原因給付 ｣の構造に見られるような「悪」の契機 が
そこに組みこまれているわけですが、そうではなくて、悪意などなく、真実だと
思 っ て い た こ と が 後 で 虚 偽 と 判 明 し た だ け の と き に も 、 俗 な 言 葉 を 用 い ま す と 、
「やってしまったことは、もう取りかえしが付かないのだ」、「後の祭り」、「覆水盆
の返らず」といった雰囲気になってくるのです。「人情の機微」や「世の常識」と
いった一般的な言い回しで 、こ の辺りのところを表現できる部分も、ありますね。  
（９）以 上に示した ｢理屈 ｣でそれなりに説明が付く事案が、現代においても、あ


































＜２８＞  「父は婚姻が示す人である。」  
 
（ ！）＜Ｐａｔｅｒ  ｉｓ  ｅｓｔ  ， ｑｕｅｍ  ｎｕｐｔｉａｅ  ｄｅｍｏ









（ ２）事案の概要は以下の通りです。  
①［ 北海道のケース］・・・・「離婚」した元・夫婦間の争いです。元 ･妻が、結





























































































できる限り早 い時点で決めることにより、子の地位 (親子関係 )を安定させるため
の ｢枠 組み (タテマエ )｣を、明確に打ちだしたものです。この ｢嫡出の推定 ｣という
「タテ マエ」を崩していくためのさまざまなアプローチの一つとして新登場してき







































びだし、これらを、順不同で 並べて、分析することにしています。］  
 
（ Ａ）「権利は、すべて、いわばある泉からのように、正義から流れでる。」＜Ａ  
ｊ ｕ ｓ ｔ ｉ ｔ ｉ ａ  ｊ ｕ ｒ ａ  ｏ ｍ ｎ ｉ ａ  ｅ ｍ ａ ｎ ａ ｎ ｔ  ，  ｑ ｕ ａ ｓ ｉ  
ａ  ｑｕｏｄａｍ  ｆｏｎｔｅ  ． ＞（ウルピアーヌス）・・・・＜ｊｕｓｔ ｉ
ｔｉａ＞（正義）は、＜ｊｕｓ＞（法・権利）や、＜ｊｕｓｔｕｓ＞（公正な）
といった言葉と語源的に繋がっている重要語で、「公正さ・正 当さ・正義」などの、








以下の記述に見える、他の、見出し語命 題にある重要項目についても、同様です。  
（ Ｂ）「 正義は、各人に彼自身の権利を配分する、恒常的で、また、永続的な意
思である。」＜Ｊｕｓｔｉｔｉａ  ｅｓｔ  ｃｏｎｓｔａｎｓ  ｅｔ  ｐｅｒｐｅ
ｔｕａ  ｖｏｌｕ ｎｔａｓ  ｊｕｓ  ｓｕｕｍ  ｃｕｉｑｕｅ  ｔｒｉｂｕｅｎ













（Ｃ）「 法は、すべて 、人のために定められている。」＜Ｈｏｍｉｎｕｍ  ｃａｕ








す 。こ のとき、法の 仕組みを手直しする試みもなされるでしょうが、わが国では、
法 改正の際、利害対立が鮮明になって、手間が掛かることが、しばしばなので、
こ の試みが実を結ぶのは、並たいていのことではないのです。   
（Ｄ）「 政治が諸法律（諸法）に適合させられるべきなのであって、諸法律（諸
法 ）が 政治に適合させられるべきである、というわけではない。」＜Ｐｏｌｉｔｉ
ａ  ｌｅｇｉｂｕｓ  ，  ｎｏｎ  ｌｅｇｅｓ  ｐｏｌｉｔｉａｅ  ａｄａｐｔ
ａｎｄａｅ  ．  ＞・・・・「法治国家」では、政治というものは、「法」の枠組
みの中で展開される、というのが原則ですが、発生論からしますと、「広い意味に
おける政治が、法を作りだす」という側 面も、確かに、ありますね 。「政治」と「法」
の間の、 綱引きにも似た主導権争いは、永遠に続いていくことでしょう。  
 
 
＜３０＞  分野別の格言一覧  : [Ⅱ ] 総論  
 
（ Ａ）「よい法律は、悪い慣習から生みだされる。」＜Ｂｏｎａｅ  ｌｅｇｅｓ  ｍ








が用いるよう。」＜Ｑｕｏｄ  ｑｕｉｓ  ｊｕｒｉｓ  ｉｎ  ａｌｔｅｒｕｍ  ｓ
ｔ ａ ｔ ｕ ｅ ｒ ｉ ｔ  ，  ｕ ｔ  ｉ ｐ ｓ ｅ  ｅ ｏ ｄ ｅ ｍ  ｊ ｕ ｒ ｅ  ｕ ｔ ａ ｔ ｕ












（ Ｃ）「 法律（法）の 力は、命ずること、禁止すること、許すこと、罰すること、
というものである。」＜Ｌｅｇｉｓ  ｖｉｒｔｕｓ  ｈａｅｃ  ｅｓ t ：  ｉｍ
ｐｅｒａｒｅ  ，  ｖｅｔａｒｅ  ，  ｐｅｒｍｉｔｔｅｒｅ  ，  ｐｕｎｉｒ





（ Ｄ）「 私は、強迫されたが、（それでも、）欲した。」＜Ｃｏａｃｔｕｓ  （  ｔ
















＜３１ ＞  分野別の格言一覧  ：  ［Ⅲ］  人に関する法   
 
（ Ａ）「婦女は家の終わ りである。」＜Ｆｅｍｉｎａ  ｅｓｔ  ｆｉｎｉｓ  ｆａ






会の論理が、そこに現わ れていますね。  
（Ｂ）「 長期の不在は死亡と同視される。」＜Ａｂｓｅｎｔｉａ  ｌｏｎｇａ  ｍ




（Ｃ）「 教会はローマ法に従って生きる。」＜Ｅｃｃｌｅｓｉａ  ｖｉｖｉｔ  ｌ
ｅｇｅ  Ｒｏｍａｎａ  ．  ＞、「教会は人の地位を持つ。」＜Ｅｃｃｌｅｓｉａ  
ｖｉｃ ｅｍ  ｐｅｒｓｏｎａｅ  ｏｂｔｉｎｅｎｔ  ． ＞、「教会は年少者の地
位 に あ る 。」 ＜ Ｅ ｃ ｃ ｌ ｅ ｓ ｉ ａ  ｆ ｕ ｎ ｇ ｉ ｔ ｕ ｒ  ｖ ｉ ｃ ｅ  ｍ ｉ ｎ ｏ ｒ ｉ








ではない。」＜Ｐｏｅｎａ  ｅｘ  ｄｅｌｉｃｔｏ  ｄｅｆｕｎｃｔｉ  ｈｅｒｅ











＜３２ ＞  分野別の格言一覧  ：  [Ⅳ ] 刑法  
 
（ Ａ）「悪行がなされることがないように、罰が与えられる。」 ；  「悪行がな
されたので、罰が与えられる。」＜Ｐｕｎｉｔｕｒ  ｎｅ  ｐｅｃｃｅｔｕｒ  ． 























る べきである。」＜Ｉｎｔｅｒ  ｐａｒｅｓ  ｎｕｍｅｒｏ  ｊｕｄｉｃｅｓ  ｓ
ｉ  ｄｉｓｓｏｎａｅ  ｓｅｎｔｅｎｔｉａｅ  ｐｒｏｆｅｒａｎｔｕｒ  ｉｎ  
ｌｉｂｅｒａｌ ｉｂｕｓ  ｃａｕｓｉｓ  ，  ｐｒｏ  ｌｉｂｅｒｔａｔｅ  ｓ





ｓｉｓ  ｐｒｏ  ｒｅｏ  ，  ｑｕｏｄ  ｅｔ  ｉｎ  ｊｕｄｉｃｉｉｓ  ｐｕ







で は、「 被告に有利な取扱いを する」という扱いが、ルール化されています。最後
に、本題の刑事問題についても、被告人に有利な取扱いをすることとして、無罪
判決が導きだ されることにな るのです。＜Ｐａｒｉｂｕｓ  ｓｅｎｔｅｎｔｉｉ










いて生ずることが、すべて、帰せられる。」＜Ｖｅｒｓａｎｔｉ  ｉｎ  ｉｌｌｉ
ｃｉｔｏ  （  ｉｎ  ｒｅ  ｉｌｌｉｃｉｔａ  ）  ｉｍｐｕｔａｎｔｕｒ  ｏ






（ Ｄ）「 悪事においては、結果ではなくて、意思が考慮される。」＜Ｉｎ  ｍａｌ
ｅｆｉｃｉｉｓ  ｖｏｌｕｎｔａｓ  ｓｐｅｃｔａｔｕｒ  ，  ｎｏｎ  ｅｘｉ








その人を殺すことになる。」＜Ｏｃｃｉｄｉｔ  ， ｑｕｉ  ｎｏｎ  ｓｅｒｖａ

















（ Ｇ）「 犯行を行な う人と、それに同意する人は、同等の罰を受ける。」＜Ａｇｅ
ｎ ｓ  ｅｔ  ｃｏｎｓｅｎｔｉｅｎｔｅｓ  ｐａｒｉ  ｐｏｅｎａ  ｐｌｅｃｔ
ｕｎｔｕｒ  ．＞  ・・・・これは、現代ではあまり見られないような、厳しい
処遇です。「 同意する人」には、色々なタイプがあるでしょう。  
（ Ｈ）「 事実の不知は弁解の口実になるが、各人が知るように義務付けられてい
る法の不知は、弁解の口実とはならない。」＜Ｉｇｎｏｒａｎｔｉａ  ｆａｃｔｉ  
ｅｘｃｕｓａｔ  ，  ｉｇｎｏｒａｎｔｉａ  ｊｕｒｉｓ  ，  ｑｕｏｄ  ｑｕ
ｉ ｓ ｑ ｕ ｅ  ｔ ｅ ｎ ｅ ｔ ｕ ｒ  ｓ ｃ ｉ ｒ ｅ  ，  ｎ ｏ ｎ  ｅ ｘ ｃ ｕ ｓ ａ ｔ  . 
＞・・・・「誰も、法律（法）を知らないものとは、考えられない。」＜Ｎｅｍｏ  













＜３３ ＞  分野別の格言一覧  ［Ⅴ］  物権法  
 
（ Ａ）「 誰も、自ら、占有の原因を自身のために変更することはできない。」＜Ｎ
ｅ ｍｏ  ｓ ｉｂｉ  ｉｐｓｅ  ｃａｕｓａｍ  ｐｏｓｓｅｓｓｉｏｎｉｓ  ｍｕ























（ Ｂ）［ 質の原因は不可分である。］＜Ｐｉｇｎｏｒｉｓ  ｃａｕｓａ  ｉｎｄｉ
ｖｉｓａ  ．＞・・・・債権が一部弁済されることになっても、元々の質権はそ
のまま存続します。     
（ Ｃ）「質は自身の物については成立しない。」＜Ｒｅｉ  ｓｕａｅ  ｐｉｇｎｕ
ｓ  ｎｏｎ  ｃｏｎｓｉｓｔｉｔ  ．＞（ウルピアーヌス）  
（Ｄ）「物が消滅すると、質は消滅する。」＜Ｒｅ  ｅｘｔｉｎｃｔａ  ｐｉｇｎ
ｕｓ  ｐｅｒｉｔ  ．  ＞（マルキアーヌス）  
（ Ｅ ）「 質 は 質 に 与 え ら れ る こ と が で き る 。」 ＜ Ｐ ｉ ｇ ｎ ｕ ｓ  ｐ ｉ ｇ ｎ ｏ ｒ ｉ  
ｄａｒｉ  ｐｏｔｅｓｔ  ．  ＞（一三世紀の作品）  
（Ｆ）「 物は、その状 況とともに、移転する。」＜Ｒｅｓ  ｔｒａｎｓｉｔ  ｃｕ
ｍ  ｓｕａ  ｃａｕｓａ  . ＞・・・・債務者が担保物を他人に譲渡したとき、
その物の取得者は、担保権の制約を受 けたままで物を保有する状態に置かれます。
担保権（質権）は、 物権なので、硬い構造を持っているのです。特定の人と特定
の人との間にだけな りたっている債権とは、格が違いますね。  
（Ｇ）「時においていっそう早ければ、権利においていっそう強い。」＜Ｐｒｉｏ








（ Ｈ）「 法 律（法）は、眠っている人々ではなく、目覚めている人々を、助ける。」
＜Ｌｅｇｅｓ  ｖｉｇｉｌａｎｔｉｂｕｓ  ，  ｎｏｎ  ｄｏｒｍｉｅｎｔｉｂ


















（ Ａ）「 合意は法律（ 法）を作る。」＜Ｃｏ ｎｓｅｎｓｕｓ  ｆａｃｉｔ  ｌｅｇ







法には、強行法というタイプの法規は、比較的少ないように、思われます。   
（ Ｂ ）「 種 類 物 は 滅 失 し な い 。」 ＜ Ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ  ｎ ｏ ｎ  ｐ ｅ ｒ ｅ ｕ ｎ ｔ  ．  
＞・・・・「 特定物は 、債権者の不利益になるかたちで、滅失する。」（Ｓｐｅｃｉ









合 意 は 、 有 効 で は な い 。」 ＜ Ｉ ｎ  ｃ ｏ ｍ ｍ ｏ ｄ ａ ｔ ｏ  ｈ ａ ｅ ｃ  ｐ ａ ｃ ｔ ｉ
ｏ  ，  ｎｅ  ｄｏｌｕｓ  ｐｒａｅｓｔａｔｕｒ  ，  ｒａｔａ  ｎｏｎ  ｅ






















（ Ｄ）「危険は買主に属する。」＜Ｐｅｒｉｃｕｌｕｍ  ｅｓｔ  ｅｍｐｔｏｒｉ





























なされたものと、了解されている。」＜Ｒｅｂｕｓ  ｓｉｃ  ｓｔａｎｔｉｂｕｓ  
ｏｍｎｉｓ  ｐｒｏｍｉｓｓｉｏ  ｉｎｔｅｌｌｅｇｉｔｕｒ  ． ＞（トマス・










（ Ｆ）「合意は、それ だけで、義務付ける。」＜Ｓｏｌｕｓ  ｃｏｎｓｅｎｓｕｓ  










負）」、「 委任」、「組合」です。  





ｍ  ．  ＞（マルケッルス）・・・・「団体（ｃｏｌｌｅｇｉｕｍ）」の多くは、公
法上もしくは神法上の団体です。「三人」という数は、いかにも少ないのですが、
彼らローマ人には、「三」は「多数」の始まりと、受けとられていたのでしょう。 
（Ｈ）「 重過失は悪意と同視される。」＜Ｃｕｌｐａ  ｌａｔａ  ｄｏｌｏ  ａｅ
ｑｕｉｐｅｒａｔｕｒ  .   ＞（ケルスス：ネラーティウス）、「大きな過失は悪
意である。」（Ｍａｇｎａ  ｃｕｌｐａ  ｄｏｌｕｓ  ｅｓｔ   .   ＞（パウルス）、
「大き な不注意は過失である。大きな過失は悪意である。」＜Ｍａｇｎａ  ｎｅｇ
ｌｉｇｅｎｔｉａ  ｃｕｌｐａ  ｅｓｔ  ．  Ｍａｇｎａ  ｃｕｌｐａ  ｄｏｌ
ｕｓ  ｅｓｔ  ． ＞（パウルス），「未 熟練は過失に数えられる。」＜Ｉｍｐｅｒ









というような分類法 が明示されています。  
（ Ｉ）「 利害関係があるということは、単に、加えられた損害からだけではなく
て、失な われる利益からさえも、構成される」＜Ｉｄ  ，  ｑｕｏｄ  ｉｎｔｅ
ｒｅｓｔ  ， ｎｏｎ  ｓｏｌｕｍ  ｄａｍｎｏ  ｄａｔｏ  ｃｏｎｓｔａｔ  ， 
ｓｅｄ  ｅｔｉａｍ  ｌｕｃｒｏ  ｃｅｓｓａｎｔｅ  ．  ＞・・・・いわゆる





＜Ｎｕｌｌｏ  ｍｏｄｏ  ｕｓｕｒａｅ  ｕｓｕｒａｒｕｍ  ａ  ｄｅｂｉｔｏ






（ Ｋ）「 組 合は、兄弟関係の法を、ある程度は、自身の中に持つ。」＜Ｓｏｃｉｅ
ｔ ａ ｓ  ｑ ｕ ｏ ｄ ａ ｍ ｍ ｏ ｄ ｏ  ｊ ｕ ｓ  ｆ ｒ ａ ｔ ｅ ｒ ｎ ｉ ｔ ａ ｔ ｉ ｓ  ｉ ｎ  
























＜３５ ＞  分野別の 法格言一覧  ［Ⅵ］  訴訟法  
 
（ Ａ）「 法務官（裁判 官）は些事を考慮しない。」＜Ｍｉｎｉｍａ  ｎｏｎ  ｃｕ
ｒａｔ  ｐｒａｅｔｏｒ  ．  ＞・・・・「法律（法）は、些事については、考慮
しない。」も、同様の趣旨の命題です。前者は「ホンネ的な言いかた」で、後者は
「タテ マエ的な言いかた」に、なるでしょう。  
（Ｂ ）「訴権なしに訴える人は、法廷の入り口から追いかえされる。」＜Ａｇｅｎ
ｓ  ｓｉｎｅ  ａｃｔｉｏｎｅ  ａ  ｌｉｍｉｎｅ  ｊｕｄｉｃｉｉ  ｒｅｐｅ
ｌｌｉｔｕｒ  ．  ＞・・・・法的な不満を当局に持ちこむ人に対して、法務官
が、訴権を付与してくれなければ、訴訟の手段を利用するチャンスは、彼には与
えられません。  
（ Ｃ）「 抗弁を提出する人は、自白しない。」＜Ｑｕｉ  ｅｘｃｉｐｉｔ  ， ｎ
































「 審判 人 よ 、被告 が 、原告 に、 一万金 に ついて 責あ るもの と 判決せ よ。 もし明
らかでないならば、免訴せよ。」・・・・これは「判決権限の付与」の部分です。  
先の「抗弁」は、具体的な事情を指示していますが、更に進んだ抗弁のタイプ









（ Ｄ）「 誰に利益か（誰に利益となったか）？」＜Ｃｕｉ  ｂｏｎｏ  （ｆｕｅ
ｒｉｔ）  ？  ＞・・・・「利益のあるところに、犯人がいる。」というラテン語
の命題がありますが、このような決め付けかたには、用心も必要です。犯行から、








（ Ｅ）「 判決は真実と考えられる。＜Ｒｅｓ  ｊｕｄｉｃａｔａ  ｐｒｏ  ｖｅ





態 度と言えるでしょう。  













（ Ｇ）「金銭のかたちで何も持たない人は、身体で償うよう。」＜Ｑｕｉ  ｎｏｎ  






（ Ｈ）「同一のものに関して、訴訟が二度ないよう。」＜Ｂｉｓ  ｄｅ  ｅａｄｅ






＜Ｎｅ  ｂｉｓ  ｉｎ  ｉｄｅｍ  （ｃｒｉｍｅｎ  ｊｕｄｉｃｅｔｕｒ  ． ）   
＞（同一のこと（犯罪）については、再度、（裁かれ）ないよう。）という、簡潔
な命題も、生まれています。  
（Ｉ）「 和解は訴訟への不安である。」＜Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏ  ｅｓｔ  ｔｉｍ


















































































二〇一四 年一〇月    
七八才の誕生日を前にして  








上 に 示 し て あ る 、と て も メ リ ハ リ の 利 い た 、白 黒 の モ ザ イ ク 製 の 小 さ な 人 物 像 は 、元 々 は 、
現 在 の ロ ー マ の テ ル ミ ニ 駅 の 北 側 に あ っ た「 デ ィ オ ク レ ー テ ィ ア ー ヌ ス 浴 場 」の 廃 墟 の と こ
ろ に 、 後 代 に な っ て 建 築 さ れ た 「 国 立 博 物 館 （ テ ル メ 博 物 館 ）」 の 入 口 の 辺 り に 展 示 さ れ て
い た も の で す が 、最 近 に な っ て 、郊 外 の 新 博 物 館 に 移 管 さ れ て し ま い ま し た 。入 館 し た ば か
り の 人 の 眼 を 直 ぐ に 釘 付 け に す る 、こ の 異 形 の 作 品 は 、そ こ の 位 置 に あ っ て こ そ 、印 象 的 な
の で す が 、 新 し い 居 場 所 で は 、 ほ と ん ど 目 立 た な い 存 在 と な っ て い る で し ょ う 。  
こ の モ ザ イ ク は 、ロ ー マ 本 市 か ら 発 す る「 ア ッ ピ ウ ス 街 道 」沿 い に 建 っ て い た 、と あ る 有
名 貴 族 の ヴ ィ ッ ラ（ 別 荘 ）の 、サ ロ ン の 床 に 埋 め こ ま れ て い ま し た 。一 八 六 六 年 の 発 見 物 で
す 。 こ れ は 、「 猛 犬 に 御 注 意 ！ 」 と い う 絵 柄 の 、 あ の ポ ン ペ イ 遺 跡 か ら 出 土 し た 有 名 な 犬 の
モ ザ イ ク と 同 様 に 、 ゲ ス ト を 迎 え る た め の 、 洒 落 た 小 道 具 の 一 つ な の で し た 。  
ま ず 、な ぜ 、筆 者 が 、「 ロ ー マ 法 の 語 り 部 」の「 語 り 」と し て は 最 終 作 に 当 た る 、こ の「 ロ
マ ホ ぺ デ ィ ア・第 三 部 」の 末 尾 の と こ ろ に 、こ の「 訳 あ り 風 の 」図 柄 を 添 え た の か に つ い て 、
至 っ て 個 人 的 な 説 明 を 、い く ら か さ せ て 頂 き ま す 。筆 者 は 、今 か ら 五 二 年 前 の 一 九 六 二 年 か
ら 一 九 六 四 年 に 掛 け て 、言 語 学 を 専 攻 す る 妻 と と も に 、ロ ー マ 大 学 で 在 外 研 究 を さ せ て 貰 っ
て い た の で す が 、 そ の 時 期 に 、 最 も 心 に 強 く 焼 き つ け ら れ た 古 代 作 品 は 、 こ の 作 品 と 、「 ヴ
ィ ッ ラ ・ ジ ュ リ ア （ エ ト ル ー ス キ ー 博 物 館 ）」 に ひ っ そ り と 展 示 さ れ て い た 、 仲 の よ い 夫 婦
が 寄 り そ っ て 横 向 き に 座 っ て い る 像（ そ の 下 に は「 お 棺 」が 繋 が っ て い ま す ！ ）の 二 つ で す
（ 後 者 の「 お 仲 間 」は 、パ リ の ル ー ブ ル 美 術 館 に も 、陳 列 さ れ て い ま す ）。筆 者 は 、ど う 見 て
も 、バ リ バ リ の「 前 向 き 」人 間 な の で す が 、そ う い う と こ ろ も あ っ て か 、既 に 、二 五 歳 の 時
点 で 、不 思 議 な こ と に 、「 死 」と い う も の を 遠 望 し て い た よ う な 気 が い た し ま す 。で す か ら 、
あ る 意 味 で は「 幸 せ な 死 」も 暗 示 す る よ う な と こ ろ も あ る 、こ れ ら の イ メ ー ジ に 、心 惹 か れ
た の か も し れ ま せ ん 。  
さ て 、問 題 の「 モ ザ イ ク 」に 見 え る 人 物 の 身 体 の 下 に は 、御 覧 の よ う に 、「 汝 自 身 を 知 れ ！ 」
と い う 意 味 を 示 す ギ リ シ ア 語 が 刻 ま れ て い る の で す が 、こ れ は 、紀 元 前 六 〇 〇 年 頃 の ギ リ シ
ア の 哲 人 ・ タ レ － ス が 語 っ た 言 葉 と し て 、そ の 筋 で は 、今 で も 、と て も 有 名 で す 。彼 は 、ギ
リ シ ア の「 七 賢 人 」の 一 人 で 、問 題 の 言 葉 は 、世 に 名 高 い 神 託 所 で あ る デ ル ポ イ の ア ポ ロ ン
神 殿 に 掲 げ ら れ て い ま し た 。ギ リ シ ア か ぶ れ の ロ ー マ 人 も 、こ の フ レ ー ズ を 知 る よ う に な っ
て 、遊 び 心 で 、ち ゃ っ か り と こ れ を 借 用 し た に 違 い あ り ま せ ん 。た だ 、こ の 名 言 に つ い て の
ロ ー マ 人 流 の 解 釈 は 、お そ ら く 、「 人 生 は 短 い か ら 、生 き て い る 内 は 、大 い に 楽 し み た ま え ！ 」
と い う も の だ っ た で し ょ う 。日 常 的 に 、し ば し ば 宴 席 を 設 け て い た 上 流 層 の 人 々 は 、骸 骨 の





て 謳 歌 し て い た の で す 。因 み に 、比 較 的 よ く 知 ら れ た ラ テ ン 語 の 格 言 に 、＜ Ｍ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ｏ  
ｍ ｏ ｒ ｉ  .＞（ 死 ぬ こ と を 記 憶 せ よ 。）［ メ メ ン ト ー ・モ リ ー ］と い う も の が あ り ま す（「 生
命 あ る も の に は 、必 ず 死 滅 す る 時 が あ る 」こ と を 意 味 す る「 生 者 必 滅 」も 、同 様 の 意 味 合 い
の 表 現 で し ょ う ）。ラ テ ン 語 で 、「 人 間 」の こ と を 、「 死 ぬ べ き も の 」と い っ た ニ ュ ア ン ス で 、
＜ ｍ ｏ ｒ ｔ ａ ｌ ｉ ｓ ＞（ 英 語 に も ＜ ｍ ｏ ｒ ｔ ａ ｌ ＞ と い う 言 葉 が あ り ま す ）と 言 い あ ら わ す
表 現 法 が あ り ま す が 、こ の こ と か ら 察 せ ら れ る よ う に 、ロ ー マ 人 は 、ギ リ シ ア の 哲 人 の「 汝
自 身 を 知 れ ！ 」 の 命 題 を 、「 死 す べ き 運 命 に あ る こ と を 、 自 覚 せ よ ！ 」 と い う よ う に 、 即 物
的 に 捉 え て 、生 と 死 の 狭 間 に 横 た わ る 人 間 の イ メ ー ジ と 、タ レ ー ス 先 生 の 教 え と を 、直 結 さ
せ た の で し ょ う 。機 智 に 富 ん だ ロ ー マ 人 な ら 、こ れ 位 の 細 工 は 、朝 飯 前 だ っ た に 違 い あ り ま
せ ん 。  
こ こ で 、 こ の 場 面 に つ い て 、 筆 者 流 の 読 み 解 き を 試 み て み ま す 。 こ の 方 は 、「 死 者 」 で は
あ り ま せ ん 。 身 体 に は 、 肉 が ち ゃ ん と 付 い て ま す し 、 お 首 が 、 し っ か り と 、「 生 者 」 で あ る
こ と を 自 己 主 張 し て い る か ら で す 。そ れ に 、手 の 指 は 、と て も 繊 細 で 、生 き 生 き と し て い ま
す ね 。横 に な っ て い る の は 、宴 席 に お け る 食 事 の 際 の 、極 く 普 通 の ス タ イ ル で す か ら 、こ れ
に は 、特 別 の ニ ュ ア ン ス な ど 、あ り ま せ ん 。「 炎 」が す ぐ 下 に ま で 迫 っ て い る の は 、「 生 」と
「 死 」が 接 し て い る こ と を 、暗 示 し て い ま す 。人 体 の 骨 組 を 強 調 し て い る の は 、「 人 は 死 す べ
き 存 在 で あ る 」こ と を 、冷 酷 に 教 え る も の で す ね 。ロ ー マ で は 、土 葬 の 他 に 、火 葬 も 、あ り
ま し た か ら 、 こ の 「 火 」 の 姿 は と て も リ ア ル な 存 在 な の で し た 。 こ の 「 炎 （ 業 火 ）」 の 部 分
が な け れ ば 、こ の 構 図 は 、パ ン チ に 欠 け た も の に な っ て し ま い ま す ね 。な お 、こ の 人 物 が「 草
原 に 横 た わ っ た 遺 骸 」で あ る と 、見 る 人 も い る よ う で す が 、筆 者 は そ の 解 釈 は 、と っ て は い
ま せ ん 。  
さ て 、ロ ー マ 人 と は 違 っ て 、タ レ ー ス 先 生 は 、間 違 い な く 、も っ と 高 尚 な こ と を お っ し ゃ
っ て い た は ず で す 。そ の 御 言 葉 の 受 け と め か た は 人 さ ま ざ ま で し ょ う が（ 神 の 御 託 宣 で あ る
「 神 託 」 と い う も の は 、 常 に 、 こ の よ う に 、 あ ま り 内 容 の は っ き り し な い 言 葉 で 与 え ら れ て
い ま し た ）、筆 者 個 人 と し て は 、「 君 は 、自 身 が 実 は 何 も 知 っ て い な い の だ 、と い う こ と を 悟
り た ま え ！ 」 と い う 厳 し い ニ ュ ア ン ス や 、 も う 少 し 「 戒 め 」 を 緩 め て 頂 く こ と に し て 、「 君
が 一 生 掛 か っ て で き る こ と な ど 、 し れ て い る と い う こ と を 自 覚 し て 、 励 み な さ い 。」 と い う
優 し さ に 溢 れ た イ メ ー ジ を 、 こ こ か ら 汲 み と り た い と 、 思 っ て い ま す 。 実 際 の と こ ろ 、「 ロ
ー マ 法 」 と い う の は 、 古 代 は も ち ろ ん の こ と 、 中 世 、 近 世 、 近 代 を の し 歩 い て き た 「 巨 象 」
の よ う な 存 在 で し て 、二 〇 世 紀 の 、極 東 の 国「 日 本 」の 住 人 で あ る 筆 者 な ど は 、そ の「 し っ
ぽ 」に し が み つ い て い る よ う な も の で す が 、そ れ で も 、自 身 で は 、こ れ ま で の 五 五 年 の 研 究
生 活 の 間 に 、 二 〇 冊 ほ ど の 本 と 、 十 数 本 の 学 術 論 文 し か 書 け な か っ た に し て も 、「 過 去 」 と
「 未 来 」 の 橋 渡 し を す る 使 命 を 帯 び た 「 ロ ー マ 法 の 語 り 部 」（ も ち ろ ん 、 こ れ は 、 私 自 身 が 、
勝 手 に 、そ の よ う に 思 っ て い る だ け で す ）と し て は 、そ れ な り に 、自 ら 納 得 の い く 仕 事 を さ
せ て 貰 っ た と 、今 、思 っ て い ま す 。「 本 」は 、や が て 消 え う せ る 運 命 に あ り ま す が 、し か し 、
「 電 磁 的 情 報 」 は 、 永 遠 に 不 滅 で す 。 こ れ ら 「 ロ マ ホ ぺ デ ィ ア 」 の 三 部 作 は 、 こ れ か ら も 、
筆 者 に な り 代 わ っ て 、情 報 を 発 信 し つ づ け て く れ る こ と で し ょ う 。二 〇 一 四 年 一 〇 月 の 段 階
で 、実 に 四 七 〇 〇 回 も の ア ク セ ス が「 ロ マ ホ ぺ デ ィ ア 」に あ っ た 、と い う 実 績 に は 、驚 き と
と も に 、素 直 に 感 動 も 、覚 え て い ま す 。最 後 に な り ま し た が 、ま っ た く の パ ソ コ ン 初 心 者 に
過 ぎ な い 筆 者 が 、 身 近 な 妻 ・ 信 子 を 初 め と し て 、 実 に 多 く の 方 々 の 御 助 け や 御 導 き に よ り 、
こ こ ま で こ 来 ら れ た こ と に 、心 か ら 感 謝 さ せ て 頂 き ま す 。本 当 に 有 難 う ご ざ い ま し た 。こ れ
を 、依 然 と し て 、「 己 を 知 る 」ほ ど の 境 地 に 達 し て い な い 筆 者 の 、ひ と ま ず の（ ？ ）「 最 後 の
言 葉 」と さ せ て 頂 き ま し ょ う 。             （ 二 〇 一 四 年 一 〇 月 一 七 日  記 ）  
 
 
